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◇水野(民)会長挨拶

"611'lの例会も余‘謡特別代災のご出席をi!)
てIIM会Ⅲ|来ますことを〃く御礼IIIし_|:げま
罫一

リ○

50ｲ|《史のi1 1のお紙をII1しlげたいとｲfじま
－1－
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l933年とIIIしますと, I1{{I118<|私が小'､;4.|:f
を出て[ l ''､j::に入るｲ|;になりますが：束〃〔の'if
I瞳|ホテルに於てのｲli次人公に斎藤災総FI!kl li

もilI席され， ロータリーの1;『様とのニックネ
ームをもたれた火久邇1;『も川l'ivされた会合
で， ’1本での第5代!_|のガバナー1 1本には14
RCしかなく公Uも659淵でした。
その会合での『す難に「ロータリーとは， イW
物のうらをととのえ才'f心地をよくするよう

な, i lf 'l;をしている身体に{噺ｲ‘'『するのは炎で
なくイ'f物のうらであり、 ロータリーも′|;活に
帝衝して仇みよいlltのII1をつくろうとしてい
る」とぶってl,l}られる。
／rのロータリアン， ロータリークラブとし

てもかみしめている!訓進ではないでし‘kうか
一！;IIIし｜ ~~げごあいさつと致します。

◇余語特別代表挨拶

新しいロータリークラブの,拠ﾉkの||:ﾉﾉ･は』だ
に様々で、私が分I>〈代雌をしていたllfも， パ
つほど祈しいクラブが誕'|:しましたが，それ
ぞれに!'#仏がありました。 />l111 ｢･,IIIクラブの
誕ﾉ|{につきましては，私ども東Iコータリーク
ラブリjってのキ.i' リアと兇識を1.1『たれ， ロー
タリーにi;FIi通しておられる水野｣.&山さんが、
公災となって取り{|:切っておられますので．
ホスI､クラブとして｜ ｜をはさむ必典もありま
せんし，御脂導'|'し｜:げる.Ifもなく，安心し
て特別代表としてハ‘っていられる‘沢でござい
ます。そしてこれからどんなカラーのロータ
リーになるのかを非附に梁しみに兇‘,]:ると|司
llfにﾉｬ後の発鵬を期待しております。

◇“奉仕の理想”
◇出席報告
会ji 32名 州A'if 26"
出勝率81.25形
◇前回 9月141 1 (催11･MII附率) 100%
Makeup

加藤(IIi)"(9/'10港),水野(側)リi･(9/13窄港）
背1京ｲ1-(9/8南)，鈴木ハ(9/9瑞穂）
◇ビジター紹介4街

◇誕生日祝福
11i川イド. (9/21)

◇ニコボックス

瀦北RC大澤亜治烈. (初めておじやまさせて

頂き), 1li川ハ(誕生祝）
◇松居幹事報告
1~ 4x1 I例会終j"後臨時総会を↑j.いますので

余会趾の方はお媛り~ﾄﾞさい。
尚. 211 j；役興の〃はその後臨II＃斑ll:会をｲj
いますのでお残り戒きますようお願い致し
一二一
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2． 次I111例会終r後定例雌|II会を11･いますの

で橘の間にお集まりドさい。
3. 10月51 1の夜間例会のIII込みは241 1が締
切りです。まだ御返’鼠のない方ば御辿総し

て頂きますようお願い致します。
◇新入会員紹介
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イ:|･''19論瞭の辿り鵬はいうまでもありません。 、
外科|災としての小さな祝11fでl l l:l;l lをみていま
しても， I脚ｿ:たしいII:が余りにも多すぎま
す〃､には御|』にﾉ|:きる'’' '1；はとてもありま
せんが， 「友怖の帳」にまずﾉ|きてこの会を
楽しい会にして欲しいと思いますし， この公
への御'ふいにI侭じさせて砿いた水汗は案外こ

んな'ﾘiにあるような気がしています。
一準米山功労者となる寄付について－
1ll･l､11〃く人ロータリー米ll l 1氾念奨学会（以ド
略称米l l l奨‘,j4&)は. /tl 1jのロータリークラ
ブの文l!iの卜・に, 14としてアジアのロータリ

ークラブの'ﾘwIiするl ilから来I Iしている私fit
fW;4'l.:に奨',j』:金を授jjし, l lt!;ﾙをする同際奨
,j4 1；災|､j1体です
（1） 米1 1 1奨'､挨会に、第1 1'11分の.I4洲､l･余として
3万|リ以l＊納め．あと30ﾉｺ|リに逃するまで
'jl続き'!{洲､lをする約束をされたﾉﾉほ「唯米ll l
功労折」になります
(2) "21''l l lからの,'fi,l･金額は，金1"|!j以
｜:とし．なるべく5ｲ|;以|ﾉ1に、 iljjj , 4､f期
ごとに．又は半j0lごとに定額で;| lfi､1･されるよ
うにお噸いします

（3） 奇{､1．余の合‘;|･額が30〃|リに述したとき，
その〃ぱ「米l l l功労荷一として．地I>〈大会で

炎杉されメタ‘ルが伽られますこの'I洲､1･f
は、 クラブ帷びに佃人の特別･‘制､l･金とIIj様．
所脳するロータリークラブの特別‘,帯{､1･余とし
て帥:人され， その金纐が100万l ijに逆した
l1f, クラブとしても「米ll l功労クラブ」とな
りMじく地|>〈ﾉ<公で炎聯されます
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i 一口ロータリー ：

（
（ ロータリーの会'.i

3 1I会山(ActiveMember)職業）>獺の卜‘′
《にクラブ公典として進ばれ､ R. I~の定飲及；
>び細llllに定められた会IIとして総ての疑務LIC
〈征及び特典をｲ『す~るクラブの会ilをムう1 I
ミ この他にアディショナルII･:&ii……1I;"li
〔と11 '1じ職拠を‘らち、 その職推をも一) 'lffrliがタ

>惟せんするもの………各RC比に余り多くなI
･； い。 ､

〉 ｼﾆｱｱｸﾃｨﾌ公小…ｲ';齢とR.Cのi
<〈,縦ｲ|激できぬられており、職兆分蹴をあけヂ

ノiること以外は!|;fMIとｲをく同である。： パストサービス公【i…･"｣兇11舵から引退した；
> , ,KMであ!), アディショナル, l ･:&liのⅢ；せI
;んが'''“い以外は'hて,卜会uと,『,じである》
鷺 箭洋公"…例えば知1＃’ ''1良又はRi
< l .の.l'|!1劇尚とぶえる，

i『以|~R~ I~ﾎ'''11りよ!)ぱっすい。
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◇次回卓話（9ノj281 1 )

“雌‘没に－，いて”

mi 石田耕嗣イ|・
◇次回会合（9ノ128II)

.1311#30かより夫人l111,ﾄにて,itII;ll状血述式迩
脚愛li"･1合せ

◇次々回卓話

皮|H1"ﾘ公の為II(,iﾊはありません，

ところで私， 7ノ」初めにパリのロータリー

クラブでメークアップする機会がありました
ので, i' '1かの参縁になればと一言.IIIしl ･げた

いと思います。まず第にパリのクラブでは
非常に食'lfをする11:を楽しみに来ているので
す。だからスピ'一チもありません。そして会
長挨拶が終ると徹底的に食'lfを楽しみ， ブ．ド
ー浦も次から次へと出てきます，又私がドク

ターであるという満刺をllIしますと、前のり）
の人がその満刺を待ってどこかへji'iえてｲj･
き？ しばらくすると3人のドクターを辿れて

きて，私は外科の何々、私は&!}人科U)II II々と
いう具合に私に細介してくれましたこU)"

に非常(こ楽しい券1用知であくまでも食1ｷｽ?楽
しみに来ているという.11Iが' '水のロータリー
とは少し迷っていると感じました llt界の' | '
にはそんなロータリークラブもあるという11

を御参号にして頂き．非常にユニークなカラ
ーを持ったロータリークラブに行成されます
．};を希割』しまして私の挨拶にかえたいと思い
ます

◇講演

。里

“臨床雑感”

会興加藤敏昌

私が水IIxB'讃しする

タイトル」はむしろ

雌題とIIfき換えて厩い

た〃がいいようです。

30ｲ|･､秤外科をやってま

いりましたがその1'1

で思いつくままに. lil

船爆弾を真剣になって
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作っていた岨，外科では乏しい錐品も底存=）
き私連学ﾉ|ﾐに蛆錐法．海水砿法が,i＃ぜられて
いた噸からふり返ってみますと鰯1に111jくく（

そのものの種類が空ってきました初心荷泣
かせだった頚部淋巴11職!i核は州11りと称して
11＃には数Hf間も汗水流してF術したものです
が， ／ｻでは兄たくともなぐノ､｣･〃にいたって
はその荊名すら知らない外科|侭も多くなった
ようです。その反対にI IF物のI:でしか雌かつ
た捕瓜はIIHII30ｲ|域よりllf々みか1ナられ、妓
近では全く術織的なものになりました ′|)'折
一つとらえても/hくぢえらオ1,ないような、

「ボール」を役!fて，或いはうでIII朧オ･して
'二腕'|'}･を'1．折する例をみう1ナられますが．

「アスファルト」 。 「コンクリート」の‐ジ
ャングルの｢| 'で‐ブロイラー」 、1kみの食ﾉ|洲

ではこんなli:がI胆きるのかも知れません。節
2に検侮器典のl_1党しい進ﾉ鵬があります、 イ1，
[|身lIjの内祝鏡に興味をもち、 II IIとかして1'｣!
内唯がうまく兇えないものかとll{{ {:i l20ｲ「代の
後半に｜､火をしていましたが)I亡岬|-レン

ズ」或いは欄:の材･蘭に通､I1なものがなく災小
路に追い込まれ投げl11してしまいましたが，
「グラスファイバー」の|||塊により｣:!"|では
j,LjU11WMが皆様御ﾉk知の皿り数多く兇一)かる
様になり, IIリリ雁術により100彩近い端癒率
を得ています。災にCTにより脳に対する外
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